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東日本大震災復興支援事業の紹介 

～特設ホームページ「津波被災地域での 10 年のあゆみ」開設～ 

～作品展開催のお知らせ～ 

～入賞作品結果発表～ 

 

平成 23 年３月 11 日に発生し、太平洋沿岸部の広範囲に甚大な被害をもたらした東日本大

震災から、まもなく 10年をむかえます。 

独立行政法人都市再生機構（以下、ＵＲ都市機構）は、発災直後から被災地へ職員を派遣

し、復旧・復興活動に取り組んでまいりました。 

津波被災地域においては、被災自治体から委託や要請を受けた復興市街地整備や災害公営

住宅の建設といった復興まちづくりを着実に実施しており、今年度末までに全ての宅地及び

住宅の完成・引渡しを完了します。また、福島県の原子力災害被災地域においては、復興拠

点整備事業の受託や公的施設の発注者支援に加え、にぎわい形成・産業創出などの地域再生

に係るソフト支援にも積極的に取り組んでおります。 

今般、ＵＲ都市機構のホームページにおいて、国や被災自治体と連携しながら、取り組ん

できた復興支援事業をご紹介することを目的として特設ホームページ「津波被災地域での 10

年の歩み」を開設しましたので、お知らせいたします。 

 

https://www.ur-net.go.jp/saigai/10years/index.html 

 

ＵＲ都市機構としても、復興の総仕上げを行う一方、令和３年度の以降の「第２期復興・

創生期間」に向け、被災された方々が一日も早く安心した生活を送れるよう、引き続き、Ｕ

Ｒ都市機構の最優先業務として位置付け、復興まちづくりに全力で取り組んでまいります。 

 

https://www.ur-net.go.jp/saigai/10years/index.html

